
（別紙３）

～ 令和7年1月20日

（対象者数） 40 （回答者数）
35

～ 令和7年1月15日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も、職員同士にて、各お子様の成長などの共有を密に、

さらなる成長に繋げていけるようにスタッフ間のコミュニ

ケーションを大切にしていきます。

2
全スタッフへお子様の様子やプログラム達成度などの

共有を適時行っていきます。

3

全スタッフへお子様の身体的動きや

安全面への配慮の具体的な行い方を今後も継続し行っていき

ます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ニーズがある際に今後検討していきます。

2

3

利用児童が来所することを楽しみされている。
１人１人のお子様にあった課題に応じ

スモールステップを大切にする関わりを行っています。

来所されたお子様の興味関心が続くような教材の提供。
保護者様・お子様のニーズをくみ取り適時、

教材やプログラムの提供を行っています。

室内ではあるが、動的活動を行うにあたり広いスぺ―スが確保

されている。

安全面に配慮し怪我なく、「楽しく」活動を行えるように、

プログラムの提供を行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

各保護者様から強く「地域との関わり」「家庭同士の交流」を

拒まれることが多くあります。
保護者様からのニーズがなく実施しておりません。

令和７年１月　６日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　１月６日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 い～らいふ

○保護者評価実施期間
令和6年12月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


